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現,高 飲泉氏 と通訳の伊延剣氏が出迎えて くれ,す ぐ紅
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僕等,視察では北京大学地球物理研究室,国 家地震局の
地球物理研究所などを訪ねた り,有名な北 京姥 鴨料 理
の珍味を 「もういいですよ」というぐらい御馳走になっ
た.13Hの最終Hに は天安門広場や故宮博物館を見学し

























北京から高氏と伊氏は我 々に同道 してくれて,n程 す
べてについて,我 々の意向をいれつつ調整し,手配をし
て くれた.こ こ杭州でも名所案内が組まれ,花 園,西湖

















築山あ り果樹園あ り,ハス池,石 橋と,見て歩くだけで
2時間はかかるだろうと思われた.
蘇州への「1帰り旅行にはマイクロバスが用意されてあ













してみ られるもの34種(サカキ,ク スノキ,マ サキ等々)
中国か らn本へ移し植えられた種類はイチ ョウ,プ ラタ
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人 民 大 会 堂 に お い て,方 毅 副 首 相(右 端)
と会 談 す る永rll所艮
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した.更 に,第23次隊か ら始まる束クイーンモー ドラン
ド地域の雪氷研究についても紹介した.議題の中心は今
後の研究計画であ り,特に推進を必要とする氷床の深層
掘削と氷コアの解析,氷 上 トラバース,無 人観測装置の
開発,人 工衛星受信,氷 床モデル,氷 河地質学などが検
討された.ま た,ソ 連隊の出版物の英訳の促進も話題と
なった.
IAGPの対象とするのは東部南極大陸の氷 床 であ る
























にみずほ基地に掃ってきた.こ の期間 中最 低気 温 は
一65.8℃に達した.
沿岸調査では,海底地形調査が精力的に行われた.今




削 られてできた深い谷がか くされていて,測 定された最
深部は1590mであ り,これまでに知られている大陸 棚
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一第23次観測隊出発一
難23次南 極 地 域 観 測隊(兀 合 孝男 隊 長 ほ か43名),オ
ブ.り:一バ ー1名 を乗 せ た 観 測 船"ふ じtt　は,11月25|1
(水)午前ll時,家 族 ・関 係 者等 多 数 の 見 送1)の中,東 京
港 晴 海 埠 頭 か ら一 路 南 極 に 向 け 出 港 した,
1,i]隊は 今 年 度 か ら始 まる 「極域 中 層 大fxC総ft観測」
(MAP),「東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 の雪 氷 ・地 学 研
究 計 画 」,「南 極 沿 岸・生 態 系 に お け る 生 物 生 産 の 基 礎 研
究」　(BIOMASS)を3大In点観 測 と して 実 施 す る.
"ぷ じ"は 途 中 オ ー ス トラ リアの フ リマ ン トル に寄 港 ,
12月.ト旬 に 求縁 に 着 き,来 年1月 ヒ旬 か ら2　jl　l:句まで
輸送 作 業 をは じめ,沿 岸 に お け る 調 査,新 発電 椒 基礎Il
']1:等が 行 われ る ,2月 上旬'`ふじ"は 第22次越 冬隊 員 を
収 容 した 後,ポ ー トル イ ス,シ ンガ ポ ー ル を経 て 来 春4
)]20「|に東京 港 に 帰 着 の 予定 で あ る.
晴 海 埠 三ぎ1にて,左 か ら 星合隊 長 前 副i:家長
一南極OB会 開かる一
56年度 の 南 極OB会til1」]2e日18時・よ り東 条 会 館 にお
い て,第23次 観 測 隊 員 の 歓送 会 を兼 ね て 行わ れ た.第1
次 の 「宗 谷」 出 港 か ら25周年 とあ っ て,1i"tj,の隊 い,乗
組 員 な ど懐 か しい 顔 も含 め 約140人 集 ま った.
第24次観測隊の隊長 ・副隊長決 まる
南 極 地 域 観 測 統 合 推進 本 部 総 会 が11月24[1(火),霞が
関 ビル33階(朝|1の 川)でllF・"nl,され,来 年秋li{発予定 の
第24次観 測隊 の隊 長 ・副 隊 長 を決 定,同 日発 表 され た.
隊 長(兼 越冬隊長)
す し しん じ
河 骨 爾
Ii'{科ll4イF8月8[1ノ上
国立 極 地 研 究 所 助 教 授
・享閂 分 野:雪 氷 物 理 学
極 地 歴;第20次 越 冬,第23
次 夏(副 隊 長)
副隊長(夏 隊)
おお やま よし くに
大|11佳 邦
日召下[|13イFlo月15||
国 立 極 地 研究 所 助 教 授
専 門 分 野;低 温 生理 学:
極 地 歴:第17次 夏,第19次




当 研究 所1る催 に よ る 標 記の シ ンポ ジウム が 去 る9月17
Hよ り9月19日 ま で の31|間 当研 究 所 講'}:1:にお い て 開 催
され た.本 シ ンポ ジウ ム も既 に5回 目 とな り,南 極 に お
け る 生物'γ:研究 の発 ノミの場 として,ま た 討 論 の 場 と して
す っ か ワ定 着 し,そ のEli:要性 が 一 段 と増 して い る.今 回
は,　BIOMASS国 際 協 同観 測の 下 に実 施 され た 「FIBEX
計 画:第 一・次 回陪ミBIOMASS実 験 計[dii]」の 成 果 の 報 告
と討 論 を中 心 課 題 とした.吏 に,新 た な 試 み と して こ の
成 果 を踏 まえ て 「SIBEX計「Efr{:第二 次1|4際　BIOMASS
実 験 計II刷の た めの ワ ー ク ・シ ョ ッフ もプ ロ グ ラム の 一
部 とした.
今 回 はFIBEXの 成 果 の 発 表 と い うこ と もあ り講 演 数
30編の内F[BEX関 係 が26編あ った.こ の 全 て が オ リ ジ
ナ ル論 文 で あ り,内 容 的 に も非 常 に興 味 深 い も の が 多
く,討 論 も活 デ邑に け われ た.ま た,ワ ー ク シ ∫ッフ に お
い て はSIBEX　Ii'1'iikiに対 す る具 体 的 提 案,特 に 調 査 季
節,調 査 方 法 等 に関 す る提 案 が 多 くあi〕,　FIBEXの 成
果 が 今|11|のシ ンポ ジウ ム を通 じてVl:ちにSIBEX計 画 に
活 か され る とい う非 常 に時 宜 をiりた,か つ有 益 な る シ ン
ポ ジウ ム で あ っ た.
プ ロ グ ラ ム
9月17「1〔木)
1生 物 生 産 の 場 とし ての 南 極 海 の 海 洋 構 造 と特 性
L夏 季 南極 海30CE-90°E『1]の海 洋 構 造 と 特 性 一
1980-8!イト1川汀ζノL、訂局在 ヵ、ら一
永 延 幹 男(東 大 ・海 洋 研)
西 尾 高}'1/(水産 庁 ・開 洋 丸)
2.南 極 洋12辟E.16ぴE線の 海 洋 構 造 に つ いて 一 海 鷹
丸 に よ る観 測結 果 か ら一
松浦 昇(二 洋 水 路)
加 藤ifi:・(東水 大)
3.第22次 南 極 観 測 隊 海 洋 観 測 結 果 に っ い て
倉 本 茂 樹(海 上保 安 庁 ・水 路 部)
小 山 薫(海 上 保 安 庁 ・水 路 部)
一.一ー一4
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　 　 　 Vera　Alexander　(University　of　Alaska,　Director,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Institute　of　Marine　Science)
























1.奈 須敬二(水 産庁 ・遠水研)
5一
2.角 皆 静 男(北 大 ・水 産)
3.福 地 光 男(極 地 研)
4,西 り畏 敬(東 」ヒゾく・理髪)
5.谷 「1旭(東 北 大 ・農)
6.河 村 章 人(北 大 ・水P勧
7.」 産合 拳 ≡乃(極 地葡D
8.大 隅 清 治(水 産 庁 ・遠 水研)
9.加 藤 屯一・(東水 大)
9月19N(.上)
SIEBEX計[dlbiワー ク シ ョ ッ プ
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座長 松 田達 郎(極 地 研)
1.海 鷹 丸 のa'i'画
fi野 誠(東 水k)
2.開 洋 瓦 の 計 画
小牧 勇 蔵(水 産 庁 ・遠 水 研)
3.白 鳳 丸 の,]1'画
根 本 敬 久(東 大 ・海 洋研)
4.し らせ 及 び 昭 和 基 地 のll卜画
内藤 靖 彦(極 地 研)
「し らせ」 の 要 目
進 水 した"し らぜ'


















































Dr.　BRETT,　R.　〔米 国立 科 学 財 団 地 球 科 学
局 長)
Dr,　COLE,　J.　(ウエ リ ン トン ヴ ィク トリ
ア 大 学)
Dr.　SKINNER,　D.　(ニュー ジー






















環境科学1と っつ き岬 付近 で2頭 のアザラシを捕獲
し,現場で凍結させて回収 した.体 長は雄230cm,雌
220cmで,体重は250kg以上あP,基 地の250kg台秤

















閲1土星 義 玉 融 肚.残 量1
14・572287・86114,35827亀讐i
5,11915,4925,29010,202;
通信:9月 の短波通信は不能日が少な く順 調 であっ
た.10月の中旬に電離層の状態が極めて悪くな り,どの
回線も不能回数が多く,旅行隊との交信にも支障があっ
た.ま た,マ ラジョージナや基地への飛行に際し,マ ラ
ジョージナや基地 との直接交信を実施した,マ リサット
通信は9月 ・10月とも良好であった.
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高気 温(Max.　temp.)　(ec)
最 低気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,sea
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 |evel)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max,　 wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10-min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速　(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　cloud　cover)　(1/10)
快 晴 月 数　(Number　of　clear　days)




































































南 極 の航 空 機
南 極 にお け る初 飛 行 は,1928年11月16「1にデ セプ シ ョ
ン島 か らパ ー マ1卜島 を飛 んだ サ ー ・ヒ ューバ ー ト ・ウ イ
ミ ル キ ン ズ操 縦 の ロ ッキ ー ドベ ガ 機 で,リ ン ドバ ーグ が 大
ミ 西 洋 を横 断 した 翌 年 で あ っ た,同 じ シー ズ ンにバ ー ドは
≧ 。 仁 ド醗 機(.。 イ ド.ベ ネ 。 ト号)な ど 磯 を リ
!Pレ ア メ リカ2馳 に恨 み,1929・q、月28【コ初の 醐 点
、 往 復 飛 行 に成 功 し,南 極 の航 空 機 時 代の 幕 明 け と な っ
た.そ の 後 バ ー ド,ク リス テ ンセ ン,モ ー ソ ン,エ ル ス




iか ら で あ る が,1次(セ ス ナ180),2,3次(ビ ー バ ー),
ミ
16次(セ ス ナ185)・10・IL12次(°・キ ー ド'ラ サ)
}ま で は夏 隊 で 使 用 した の にす ぎず,こ の間 の 総 飛 行 時 間
ミ は199時間 に しか な らな い.本 格 的 運 用 は,セ スナ185を
ミ
濃 豊野 畿゜ 慧灘 竺覧競㌫
ミ ・85を運 用 し,・・次 で は ビラ ・ ・ ボ+PC-6を カ・|え、由い一ー 一 、P-"判一 一'"一一'一'一・'""一一"'
… 一
て,2機 の越冬運用となった.越 冬初めに不 幸にしてセ1
スナ機を海中に失いはしたものの,航空写真測肱 アイ{
スレーダー,地磁気測定,大 型動物分布調査などの観測 ミ
や.夏期… 燗 ・わた・やま・ILI脈蹴 隊嚇 送やバ
越冬中の野細 越 搬 ど積鋤}・1釧されるようにな ミ
P,雪1,iFだけに頼っていたn本隊のオペレーションも き
大 き く変 。て き た.1
これ か ら旋 され て い る嘲 ・の東 ク イー ンモ ー ドラ ン{
{ド計画や地学のセールロンダーネ山脈調査計画など日本 ミ
隊の働 細 も広まりっっあり・艦 機はますます利 ミ
欠 の もの とな って い く で あ ろ う.ア メ リカ 隊 のC-141ミ　
や ソ連 隊 が モ ス クワ か ら飛 ば して い る イ リュ ー シ ン18Dき～













最 大 離 陸 重 最1.4971a .2.Toong
巡 航 速 度203km/hI175km!h
実 用 上 昇 限 度5.2凶m8000m
ホ サ 距 離 くゆ　けナ あし　 レリ めあ　 ヒあ
:芸 滑合距 領 撫|1辮
"送能力(パ イロ7トm)㈱ ㎏　 　 :　VJM　ig(増槽付)
㎜ ㎏ 〔増槽なし)
※今後の運航針師は24.25次両機越冬運用1年休み.27.2S次ts冬の予足
〜
?
,-w〃 〃"柳^穐ρ_押".,.",一 －nyN"SJ
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